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細菌物質中ノ「 4ムペヂシ jハ紫外線ニ依ツアモ破却セラルベキモノナJレペシトハ烏潟教

授ノ夙ニ述ぺ居ラ Jレ、所ナリ，余等ハ紫外線ノ含有セラノレJレ日光ニテ「イムぺヂン」政却セ

ラJレ、ヤ否ャ，破却セラノレルトスレパソノ日間時間ト破却トノ関係ニ就イテ識ラント欲シ

「チフス」菌沈澱反感ニヨリテ貰験テ行ヒタリ以下述プJレカヲ日シ。

ニ賓験材料

（一）抗血清

昭和5年6月4日北里研究所製浩第六九競ノ腸チフス血清ア常ニ氷室ニ貯ヘテ使用シ市シ

テ貰験ハ昭和5年7月15日ヨリ岡9月10日迄ノ間ニ行ヒタリ。

（二）沈澱元

( 1) 生沈澱走

鳥取l孫衛生課紺l菌検査所所蔵ノ！傷チフス菌テ普通肉汁培養基ニテ37度ノ瞬卵器内ニテ 5

日間(120時間）培養シ之ニ0.5%ノ割合ニ石炭酸テ加へ次デ1時間3千廻縛以上ノ電力遠心

器ニ2時間カクタル後，肉眼的ニ透明トナレJレ上澄液ノ tテ器底沈浬ヨリ分離採取セリ此

上澄液テ普通寒天斜面培養エヨリ細菌／；設育陰性ナJレコトテ確メタル後卒形無色ノ硝寸製

「アンプル j（約2托容量）ニ0.7耗宛密閉シ氷室ニ貯へタリ．之レ生沈澱元ナリ。

（ロ） 日照沈澱元

昭和5竿7月10日ヨリ同年8月5日7 デノ期間ニ於テ晴天ニシテ雲ナク日光ノ遮ラレサ勺レ日

ノiテ濯ピ午前9時ヨリ午後4時ニ至ル間＝屋上＝設タタル金網蓋上ニテ上記「アンプル」入

生沈澱花ノ一部テ一定時間直射H光ニ曙シ此問時々「アンプル」ヲ震置シテ液全分が平等＝

直射セラJレルヤク＝ナシテ浩レリ照射時間ハ1時間， 3時間， 6時間， 10時間， 15時間， 20時

間及ピ30時間ノ 7種トセリ。

（ハ） 揖氏47度加温沈澱元
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余等ハ日照沈澱元テ製浩スベキ金網蓋ノー側ニ最高寒暖計テ置キ温度テ計・リタ Jレニ毎日

44度内至47度ノ最高温度テ得タリ悲ニ於テ日光ノ「 fムペヂン」破却作用ハ紫外線ノ破却作

用＝此温度ノミ J破却作用モ加ハルヤ否ヤテ識ラント慾シ其ノ中最モ高キ47度テ探リ生沈

澱元ノ7個テ47度ノ卿卵器ニ容レ1時間目， 3時間目， 6時間目， 10時間目， 15時間目， 20時

間目，及ピ30時間目ニ各1個宛テ受取リ出シテ氷室ニ牧メタリ。

（ニ） 日照培養基

沈澱疋テ容レタ Jレモノト同様ノ「アンプソレ」ニ沈澱元ト同量ノ 1！！~菌肉汁培養基テ入レ 3 時

間， 10時間及20時間直射日光ニ曝シタリ。

（ホ） 煮沸沈澱元

煮沸清水中ニ1時間2個ノ生沈澱元「アンプJレ」テ投ジア造レリ。

ー賓験方法

減菌乾燥セ Jレ烏潟教授ノ沈澱計2個ニ抗血清テ0.5詫宛容レモ欠ニ一方エハ生沈澱元テ他ニ

ハ比較スベキ沈澱元テ各0.5詫宛注ギ足シ細キ滅菌冊、子棒テ以テ沈i澱元ト抗血清ヵー一段ニ

混合ス Jレニ至Jレ？デ掻混ゼ各滅菌護諜栓テ施シテ37度ノ卿卵器エ15時間牧メタル後減菌局、

子棒ニテ再ピ掻混ゼ1分間3千廻輔ノ電力遠心器ニカクJレコト30分間ニシテ「Jレーペ」テ以テ

沈澱計 I度目テ測リ比較セリ。

四賓験結果

（甲） 日照沈澱元ノ結果一括シテ第1友ニ示サレタリ。

第ー表 日照沈澱元貿験結果

南i沈澱子 生望沈子号量澱ス子量 lvO 日照時間 貧験番披 日照沈澱子量 生沈澱子量 ニ ノレ日照沈量ノ差
澱

9.5 9.5 。 100.0 
1時間 2 10.0 10.0 。 100.0 

平 均 9.75 9.75 。 100.0 

10.0 9.5 0.5 105.2 
3時間 10.0 10.0 （｝ ］（）｛）（｝ 

10.0 9.75 0.25 102.5 

8.8 8.0 0.8 110.0 
6時間 9.0 8.0 ].0 112.5 

8.9 8,0 0.9 111.7 

1 10.5 !l.O 1.5 116.6 
10時間 2 9.5 8.0 1.5 11向7

卒 均 10.0 8.5 J.5 117.6 

1 Jl.2 !J.0 2.2 124.4 
15時間 2 10目3 8.0 2.3 128.7 

千 均 10.75 8.5 2.25 126.5 
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1 10.0 8.0 2.0 120.0 
20時間 2 10.0 8.0 2.0 125.0 

主F 均 10.0 8.0 2.0 125.0 

1 ll.2 !l.5 1.7 118.8 
30時間 2 11.1 9.5 1.6 116.S 

平 均 11.15 9.5 1.65 117.8 

（乙） 揖氏47度加温沈澱元ノ結果一括シテ第2友ニ示サレタリ。

第二表 撮氏47度加温沈澱元結果

加温時間｜加温沈澱子量
生沈澱子量 100.υ

生沈澱子量 爾沈澱子量ノ差 ＝謝ス1レ加温沈澱
子量

1 時間 8.8 8.6 0.2 102.3 

3 時間 8.8 8.6 0.2 102.3 

6 時間 8.9 8.6 0.3 103.4 

10 時間 10.5 !J.8 0.7 1り7.0

15 時間 9.0 8.1 0.9 111.l 

即時間 9.0 8.1 0.9 111.l 

30 時間 9.0 8.1 0.9 111.l 

（丙） 煮沸沈澱元ノ揚合

1時間煮沸沈澱元ニテ2回ノ貫験テ行ヒタ Jレガ卒均煮沸沈澱子量ハ11.55生沈澱子量ノ、8ム

トナリ邸チ生沈澱子量100ニ封スル煮沸沈澱子量ハ135.88トナレリ。

（丁）針 J!TI 試験

生沈澱元及ピ日照3時間 10時間並ピニ 20時間沈澱元20.5%石炭酸加生理的食盤水ア加ヘ

タル際ハ何レモ沈澱テ生ゼずリキ。

抗血清20.5%石炭酸加生理的食瞳水テ加ヘタ Jレ際ハ4回貫験ノ結果卒均2.5ノ沈澱テ生ゼ

日！！~＼3時間10時間並ピニ20時間肉汁培養基ニ抗血清テ加ヘタルモノハ2.0 ョリ :Z.:Z ノ沈澱テ

生ジタルモ抗血清I tニテ 2.5ノ沈澱ノ現ハレタ Jレモノナルペク新ニ沈澱テ生ジタ Jレモノ

ニアラサ＂；レペシ。

五賓験結果考察的結論

貫験結果テ圃示スレパ第1圃ノ如シ。

右ニ擁レバ日照1時間ーテハ沈澱子量ニ蟹化ナク 3時間一アハ柏々I曾量スルノ iナリシ

カ、6時間ーハ著シク増量シ向ホ 15時間迄ハ時間ト共ニI曾量シタレド 20時間30時間ニハ漸

次減少ノ過程テトレリ。
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沈澱子量ガ始メハ日照時間ト共ニ漸衣場量シテ最大トナリ再ピ減少スルニ至Jレハ煮沸ノ
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揚合及ピとL土三三線照射／揚合ト同

様ノ過程ナリ帥チ始メハ沈澱元中ノ

「イムぺデン」ガ漸次破却サJレ、ニヨリ

沈澱子量ガ増加スJレモ一定時間以後ハ

抗原性能働カモ同時ニ障碍サJレ、ーヨ

リ再ピ減少シ来Jレモノナ Jレペシ。

JO 

毛穴ニ同一材料ノ 1時間煮沸沈澱子量

ハ135.88＝シテ最高日照沈澱子量126.5

ヨリ著シク高カリキ．此開係ハレント

グン線照射ノ揚合モ然リシガ，日照15

時間前後＝向高キ沈澱子量テ示スペキ

モノナルカ或ハ「イムベデン jガ破却シ輩サ、ツレ迄ニ抗原性能働力ノ幾分ガ破壊サル、タ

メ煮池沈澱子量ニ及バずJレモノカ後日ノ研究エ侠ツベキナり。

最後二本質験ェ於テ嬬氏47度加温沈澱子量モ生ノ揚合ヨリ 相＇ill＂増加シ居 レリ日照ノ 場合

ト加温ノ揚合ト一括シテ比較スレパ第3表ノ：如シ。

第三奈 日照及ピ加温沈澱子量比駿

沈澱子量種別
操 作時間

1時間 Is時間 I6時間 J10時間 J15時間 j20時間 i30時間

日照沈澱子量

加温沈澱子量

雨沈澱子量／差 ( +) 0.2 

100.0 

102.3 

102.5 111.7 

103.4 102.:l 

125.0 

111.1 

117.6 126.5 

Ill.I 

117.8 

107.0 111.I 

c +) 1:i.!l IC+) 6.1 

印チ夏期ノ如キ強烈ナJレ日光ノ「 1＂＇＂＂ペヂン」政去 p作用ハ日光中ノ紫外線及ピ熱ノ協同作

用ト認、j ずJレ可ラズシテ第3表ノ雨沈澱子量ノ差ガ紫外線ノ iーヨル破却ニ依リア招来セ

ラレタノレ結果ト見倣スペキナリ，尤モ右橋氏47度ハ日々ノ最高温度中ノ最高ノモノナレハ

賞際ニ於テハ日j照中／温度ハ之ヨリ低カルペク従ツア温度ノ；影響ハ之ヨ リ少キモノナ Jレペ

ク現ニ日照1時間ノ際ヨリモ47度加温1時間ノ際ノ方ノ沈澱子量ガ多クナリ居Jレ所ア見テモ

明ナリ。

向47度加温沈澱子量ハ15時間迄ハよ曾加スJレモソレ以後30時間迄ハ鐙化ナキ所ヨリシテ此

間温度ノミーテハ沈澱元中ノ抗原性能働力ハ障碍セラレサ・Jレモノニシア此際沈澱子量ノ減

少シ来Jレハ紫外線ノ Eノ興リ居Jレモノナ Jレコトテ明ニ謂ヒ得ペシ。 （完）




